


＊手当の概要 

 ○麻酔看護手当（仮称） 

 （１）支給要件（以下の①②両方の条件を満たす者） 

  ①「術中麻酔領域パッケージ」における特定行為研修を修了した看護師（ただし、「術中

麻酔領域パッケージ」の創設前（令和２年度以前）に、「術中麻酔管理領域」（６区分８

行為）のいずれかを修了した者を含む）で、かつ手術室にて専ら麻酔業務に従事した常

勤職員 

   ※手術室で専ら麻酔業務に従事する日毎に支給する。 

  ②各センターの手術室における麻酔看護に関する実務研修を受け、麻酔科医の直接具体的

指示の下、「診療の補助」として、各センターが定める認定基準を満たした上で、術中麻

酔管理や術前術後の患者ケア等を実施した常勤職員 

 （２）支給額 

   日額１０，０００円 

    ※職員給与規程第５５条に規定する「専門看護手当」と併給可。ただし、特定看護手

当（仮称）とは併給不可。 

 

＊特定看護手当（仮称） 

 （１）支給要件 

  ・保健師助産師看護師法に規定される特定行為研修を修了した看護師であって、当該特定

行為にかかる業務に従事した常勤職員。 

 （２）支給額 

   月額５，０００円 

    ※職員給与規程第５５条に規定する「専門看護手当」と併給可。ただし、麻酔看護手

当（仮称）とは併給不可。 

 

＊実施日 

  理事会での規程改正施行日（令和６年４月１日に遡って適用） 

 


